
日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
理
事
長
、
日
本
大
学

名
誉
総
長
鈴
木
勝
先
生
に
は
昭
和
六
十
二
年
八
月
五
日
肺
炎
の
た
め
逝
去

さ
れ
た
。
先
生
は
明
治
三
十
六
年
三
月
十
日
福
島
県
に
生
れ
、
昭
和
二
年

日
本
大
学
専
門
部
歯
科
を
卒
業
、
同
十
八
年
四
月
教
授
（
放
射
線
学
）
に

な
ら
れ
、
同
二
十
七
年
四
月
か
ら
同
四
十
五
年
三
月
ま
で
の
十
八
年
間
、
歯

学
部
長
、
ま
た
こ
の
在
任
中
に
六
年
間
学
長
を
兼
ね
特
に
昭
和
四
十
三
年

五
月
に
発
生
し
た
日
大
紛
争
時
に
は
学
生
担
当
と
し
て
紛
争
を
収
拾
し
、

学
園
の
正
常
化
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
同
四
十
四
年
九
月
に
は
初
の
公
選

,＆ﾛﾛ･･
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制
に
よ
る
総
長
選
挙
で
第
六
代
目
日
本
大
学
総
長
に
選
任
さ
れ
五
期
十
五

年
間
そ
の
任
に
あ
り
建
学
の
精
神
を
中
核
に
歴
史
と
伝
統
を
ふ
ま
え
教
育

に
研
究
に
そ
し
て
大
学
の
管
理
運
営
に
あ
た
ら
れ
そ
の
卓
抜
し
た
指
導
力

と
教
育
に
並
女
な
ら
ぬ
情
熱
を
傾
注
さ
れ
同
五
十
九
年
九
月
に
名
誉
総
長

に
な
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
同
四
十
六
年
一
月
に
は
新
設
の
日
本
大
学
松
戸

歯
科
大
学
学
長
を
兼
ね
、
口
腔
を
全
身
の
ひ
と
つ
と
し
て
対
応
の
で
き
る

歯
科
医
師
の
育
成
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
他
日
本
大
学
理
事

長
、
同
原
子
力
研
究
所
長
、
同
総
合
科
学
研
究
所
長
、
日
本
歯
科
医
学
会

会
長
、
医
道
審
議
会
委
員
、
大
学
設
置
審
議
会
会
長
、
歯
学
教
育
基
準
分

科
委
員
長
、
日
本
学
術
会
議
会
員
、
日
本
相
撲
協
会
横
綱
審
議
会
委
員
な

ど
そ
の
活
動
分
野
は
極
め
て
広
く
、
特
に
発
足
以
来
二
年
目
の
「
歯
学
史

集
談
会
」
が
中
心
と
な
り
、
第
十
一
回
蘭
学
資
料
研
究
大
会
と
合
同
で
第

七
十
回
日
本
医
史
学
会
総
会
を
先
生
が
会
長
と
な
り
、
昭
和
四
十
四
年
五

月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
、
当
時
な
お
学
園
紛
争
の
後
遺
症
の
た
だ
よ
う

な
か
日
本
大
学
歯
学
部
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
今
も
濃
い
印
象

と
し
て
残
っ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
五
十
五
年
十
月
十
’
十
二
日
に
も
先
生

が
会
長
と
な
り
、
第
八
十
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
の
名
称
で
、
第
八
回

日
本
歯
科
医
史
学
会
と
第
二
十
五
回
日
本
薬
史
学
会
と
同
時
に
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
医
歯
薬
合
同
史
学
会
の
同
時
開
催
は
八
十
年
間
の
日
本

医
史
学
会
の
歴
史
に
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
先
生
の

厚
き
人
望
と
先
生
が
い
か
に
医
史
学
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
先
生
の
偉
業
を
讃
え
る
に
は
千
万
言
を
費
や

し
て
も
足
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
活
躍
と
業
績
に
対
し
昭
和
四
十
八
年

534(100）



高
木
圭
二
郎
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
名
誉
会
員
、
前
東
京
歯

科
大
学
学
長
高
木
圭
二
郎
先
生
は
、
昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
六
日
突
然

心
不
全
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
先
生
は
大
正
二
年
四
月
二
十
八
日
東
京
都

に
生
れ
、
昭
和
十
年
三
月
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
さ
れ
、
直
ち

に
同
校
副
手
、
助
手
と
し
て
口
腔
外
科
学
教
室
に
勤
務
し
、
歯
科
臨
床
に

四
月
二
十
九
日
、
勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
章
、
こ
の
度
、
従
三
位
に
叙
せ
ら

れ
た
。
こ
こ
に
亡
き
恩
師
鈴
木
勝
先
生
の
遺
徳
を
偲
び
、
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
こ
の
一
文
を
捧
げ
ま
す
。
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高木圭二郎先生

従
事
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
三
年
六
月
学
校
の
命
に
よ
り
厚
生
省
に
出
一

向
し
厚
生
省
予
防
局
事
務
取
扱
い
を
委
嘱
。
こ
れ
が
医
療
行
政
に
従
事
さ

れ
た
始
め
で
あ
る
。
そ
の
後
昭
和
十
七
年
十
一
月
満
州
国
ハ
ル
ビ
ン
医
科

大
学
教
授
と
し
て
口
腔
衛
生
学
及
び
口
腔
外
科
学
担
当
。
同
二
十
二
年
十

二
月
再
び
厚
生
省
医
務
局
国
立
病
院
課
に
復
帰
。
同
三
十
八
年
四
月
医
務

局
歯
科
衛
生
課
長
に
就
任
。
同
三
十
八
年
十
一
月
厚
生
省
を
退
職
。
直
ち

に
東
京
歯
科
大
学
教
授
に
就
任
。
医
事
法
制
を
担
当
。
同
四
十
三
年
十
二
一

月
社
会
歯
科
学
研
究
室
を
創
設
し
主
任
教
授
と
な
り
、
わ
が
国
で
は
始
め

て
の
新
し
い
講
座
を
開
設
さ
れ
た
。
同
五
十
二
年
六
月
同
大
学
副
学
長
。

同
五
十
八
年
六
月
同
大
学
学
長
に
就
任
。
同
六
十
一
年
五
月
学
長
の
任
期
ゞ

満
了
に
伴
い
同
大
学
を
退
職
。
同
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。
》

こ
の
間
、
約
二
十
年
厚
生
省
に
お
い
て
医
療
行
政
に
従
事
さ
れ
、
ま
た
、

そ
の
後
、
二
○
年
余
に
わ
た
り
歯
学
の
教
育
、
研
究
に
従
事
し
、
社
会
歯

科
学
の
権
威
と
し
て
、
し
か
も
そ
の
中
に
歯
科
医
学
史
や
歯
科
医
師
の
倫

理
性
を
包
含
す
る
な
ど
の
歯
科
教
育
界
に
お
い
て
特
色
あ
る
教
育
を
な
さ

れ
た
。
そ
の
大
集
成
が
自
著
『
歯
科
医
師
の
倫
理
と
法
律
』
で
あ
り
、
多

く
の
歯
科
大
学
に
お
い
て
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
学
会
に
お

い
て
は
日
本
口
腔
衛
生
学
会
評
議
員
、
幹
事
、
日
本
歯
科
医
療
管
理
学
会

理
事
、
日
本
医
史
学
会
評
議
員
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
理
事
を
経
て
名
誉

会
員
、
ま
た
、
第
十
五
回
日
本
歯
科
医
学
会
総
会
で
は
副
会
頭
と
し
て
務

め
ら
れ
、
今
で
も
そ
の
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

先
生
の
広
い
視
野
と
崇
高
な
人
柄
、
教
え
子
に
対
す
る
深
い
愛
情
は
多

く
の
人
為
に
敬
愛
の
念
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
た
。
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昭
和
六
十
二
年
春
に
は
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
、
そ
の
受
賞

祝
い
を
大
学
で
は
八
月
二
十
六
日
に
行
う
予
定
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
日

突
然
と
し
て
他
界
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
度
、
先
生
の
教
育

の
貢
献
に
対
し
て
正
五
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
卑
文
を
草
し
て
亡
き

先
生
を
偲
び
心
か
ら
在
天
の
御
霊
の
安
ら
か
に
眠
ら
れ
ん
こ
と
を
祈
り
ま

す
。

今
市
正
義
さ
ん
を
偲
ん
で

福
島
義
一

日
本
医
史
学
会
会
員
名
簿
を
ひ
も
ど
い
て
承
て
も
判
る
よ
う
に
、
四
国

は
医
史
学
の
未
開
拓
地
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
数
名
に
す
ぎ
な
い
会

､ ,もや.
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今市正義氏

員
の
中
で
も
、
今
市
さ
ん
は
二
番
目
に
古
い
会
員
で
あ
る
。

実
は
、
私
が
大
阪
か
ら
徳
島
へ
移
転
し
て
来
て
間
も
な
く
今
市
さ
ん
を

識
り
、
御
紹
介
し
て
入
会
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
今
市
さ
ん
の
医
史

学
に
対
す
る
熱
情
と
世
話
好
き
に
ほ
だ
さ
れ
、
故
中
野
操
先
生
に
申
し
出

て
学
会
評
議
員
に
も
推
せ
ん
し
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。

今
市
さ
ん
の
本
職
は
医
師
で
は
な
く
、
古
い
放
射
線
技
士
の
草
分
け
的

存
在
で
、
し
た
が
っ
て
そ
の
研
究
領
域
は
放
射
線
医
学
史
お
よ
び
そ
の
技

術
史
で
あ
っ
て
、
多
く
の
研
究
結
果
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
私
は
専
門
外

で
あ
る
が
、
「
本
県
放
射
線
科
の
過
去
と
現
在
」
『
徳
島
県
医
師
会
史
』
昭

和
五
十
一
年
、
「
徳
島
放
射
線
科
学
」
『
技
術
文
化
史
年
表
』
、
「
医
学
放
射

線
技
術
」
『
日
本
人
名
大
事
典
』
平
凡
社
、
な
ど
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、

郷
土
史
研
究
と
し
て
終
生
に
わ
た
っ
て
新
開
氏
の
調
査
を
つ
づ
け
ら
れ

た
。
そ
の
成
果
を
成
書
と
し
て
発
刊
さ
れ
ず
に
逝
か
れ
た
こ
と
は
、
誠
に

残
念
で
あ
る
。

家
庭
的
に
は
余
り
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
孤
高
の
学
究
的
生
涯

を
終
ら
れ
た
こ
と
は
淋
し
か
っ
た
と
思
う
。

私
は
、
数
少
い
四
国
の
会
員
今
市
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
心
か

ら
か
な
し
承
な
が
ら
、
若
き
日
、
と
も
に
医
史
資
料
を
も
と
め
て
あ
ち
こ

ち
歩
き
ま
わ
っ
た
当
時
の
元
気
な
御
姿
を
思
い
う
か
べ
な
が
ら
、
筆
を
燗

き
ま
す
。
合
掌
。
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江
川
義
雄

今
は
な
き
大
先
輩
、
佐
藤
美
実
先
生
の
ご
霊
前
に
先
生
と
因
縁
深
き
郷

土
の
地
広
島
か
ら
、
関
係
団
体
で
あ
り
ま
す
広
島
県
医
師
会
、
日
本
医
史

学
会
広
島
支
部
を
代
表
し
、
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

先
生
の
遙
か
後
輩
で
あ
り
ま
す
私
は
、
奇
し
く
も
先
生
ご
逝
去
の
日
、

九
月
十
六
日
に
先
生
が
昭
和
四
十
四
年
に
校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
広
島

医
学
技
術
専
門
学
校
に
お
い
て
、
医
学
概
論
の
講
義
を
す
る
日
で
あ
り
ま

し
た
。
講
義
の
始
め
に
、
こ
の
学
校
の
初
代
校
長
で
あ
ら
れ
た
先
生
の
ご

逝
去
に
弔
慰
を
表
し
て
生
徒
と
共
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
先

ｆ
寺やb■

‐
‐
Ⅱ
‐
料
‐
⑥
⑨
Ⅱ
Ⅱ

弔
辞

班

識
#溌職
;孵職．

辮織'
篭1．.･･.;.....､
+1,土用I蝉,

鷺.:難＃
$.:･縄.:詮
3,---ラーf

鼻唾･-:､生1,判
､1，口-塁,IqI

識

．
Ａ
督
動
、
‐
↑
‐
‐
‐
‐
。
．
‐
・
畔
恥
ｊ
●
隈
臘
解
脱
㈱
淡
脚
誌
驚
“

l
i

侭
・
や
舎
臆
駒
吻
鞘
？

Ｉ
プ
‐
‐
冒
可
冒
虻
虻
‐
‐
Ｊ
‐

■■
：i ､.;晦縫...←「画､､毒ｨ･=了､輔診

佐藤美実先 生

生
の
科
学
者
と
し
て
医
者
と
し
て
歩
ま
れ
た
道
、
医
の
倫
理
に
憧
が
れ
、

先
生
の
師
で
あ
る
富
士
川
勝
先
生
へ
の
師
事
と
そ
の
業
績
に
つ
き
触
れ

て
、
そ
の
際
持
参
し
ま
し
た
先
生
の
著
書
で
あ
る
『
職
業
婦
人
の
健
康
問

題
』
『
概
説
産
科
婦
人
科
学
史
」
を
回
覧
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
佐
藤
先

生
と
の
出
会
い
は
、
戦
後
間
も
な
い
時
神
戸
市
に
て
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
の
会
場
で
細
胞
形
態
学
に
つ
い
て
私
が
展
示
発
表
の
お
り
で
あ
り
ま
し

た
。
当
時
先
生
は
三
楽
病
院
医
長
で
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
ホ
ル
モ
ン
研
究
の

第
一
人
者
と
目
さ
れ
、
専
門
誌
に
そ
の
論
文
が
連
載
さ
れ
て
い
た
高
名
の

学
者
で
あ
ら
れ
た
の
で
す
。
郷
土
の
大
先
輩
で
あ
ら
れ
た
こ
と
を
は
じ
め

て
知
り
、
そ
れ
以
来
、
郷
土
の
広
島
医
学
医
史
学
、
産
婦
人
科
学
と
ご
指

導
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

先
生
は
明
治
二
十
八
年
八
月
二
十
八
日
、
現
在
は
広
島
の
原
爆
を
心
地

で
あ
り
ま
す
広
島
市
猿
楽
町
に
出
生
さ
れ
、
大
正
七
年
岡
山
医
学
専
門
学

校
卒
業
後
東
大
医
学
部
近
藤
外
科
に
入
局
、
同
年
産
婦
人
科
の
木
下
教
授

に
師
事
さ
れ
、
爾
後
産
婦
人
科
学
を
専
攻
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
十
二

年
に
は
東
大
医
学
部
産
婦
人
科
の
講
師
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
東
大
医
学

部
以
外
の
出
身
者
で
こ
の
ポ
ス
ト
に
つ
か
れ
た
こ
と
は
、
い
か
に
先
生
が

非
凡
な
努
力
を
傾
注
さ
れ
、
勉
学
さ
れ
た
か
が
推
察
で
き
る
の
で
あ
り
ま

す
。

昭
和
十
六
年
よ
り
三
楽
病
院
医
長
と
し
て
昭
和
三
十
七
年
の
退
職
ま
で

勤
務
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
八
年
か
ら
師
・
富
士
川
勝
先
生

の
ご
推
挙
で
日
本
女
子
大
教
授
と
し
て
社
会
衛
生
学
、
社
会
医
学
の
講
座

を
担
当
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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欧
州
留
学
は
昭
和
五
年
よ
り
一
年
余
パ
リ
ー
大
学
で
ラ
ジ
ウ
ム
治
療
学

を
学
び
次
い
で
§
ヘ
ル
リ
ン
大
学
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
産
婦
人
科
学
を
研

究
さ
れ
、
欧
米
先
進
国
の
産
婦
人
科
学
を
見
学
し
帰
朝
さ
れ
、
そ
の
成
果

は
後
年
編
集
刊
行
さ
れ
た
先
生
の
著
作
の
中
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
ま
し
て
放
射
線
治
療
学
と
し
て
の
『
キ
ュ
リ
ー
療
法
』
、

婦
人
労
働
問
題
を
扱
わ
れ
た
『
職
業
婦
人
の
医
学
』
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の

エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
『
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
生
理
と
臨
床
』
、
貴
重
な
資
料
的

価
値
の
あ
る
『
概
説
産
科
婦
人
科
学
史
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

郷
土
広
島
に
関
連
し
た
医
史
学
会
や
広
島
医
学
に
つ
き
ま
し
て
は
先

師
・
富
士
川
溝
の
精
神
継
承
者
の
自
負
と
情
熱
は
遅
ま
し
く
、
医
史
学
発

祥
地
と
も
称
す
べ
き
広
島
に
そ
の
学
術
的
活
動
の
低
調
さ
を
指
摘
さ
れ

て
、
ご
叱
応
ご
助
言
は
度
々
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
都
度
私
達
後
進
の

者
達
は
、
機
未
だ
熟
さ
ず
と
の
消
極
的
な
態
度
で
先
生
の
ご
機
嫌
を
そ
こ

ね
て
ご
心
配
を
お
掛
け
致
し
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
広
島
県
医

師
会
は
そ
の
創
立
九
十
周
年
を
迎
え
、
併
せ
て
こ
の
機
に
第
八
十
七
回
日

本
医
史
学
会
総
会
を
広
島
の
地
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

佐
藤
先
生
は
戦
前
戦
中
を
通
じ
広
島
医
師
会
に
対
し
て
中
央
と
の
学
問

的
パ
イ
プ
を
つ
な
ぎ
、
よ
く
お
世
話
さ
れ
医
学
の
良
き
伝
統
を
創
り
上
げ

ら
れ
た
功
労
者
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
広
島
県
医
師
会
史
編
纂

に
は
強
力
な
委
員
と
し
て
参
画
さ
れ
、
ま
た
『
広
島
医
学
』
に
度
々
医
人

伝
・
医
の
倫
理
に
関
し
て
の
寄
稿
は
医
師
会
創
立
記
念
、
医
史
学
会
総
会

瀬
戸
俊
一
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
名
誉
会
員
、
瀬
戸
俊

一
先
生
は
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
糖
尿
病
か
ら
急
性
気
管
支
炎

を
併
発
し
急
逝
さ
れ
た
。
享
年
八
十
四
歳
。
先
生
は
明
治
三
十
六
年
四
月

十
二
日
、
静
岡
県
に
生
れ
、
昭
和
二
年
三
月
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校

（
現
東
京
歯
科
大
学
）
を
卒
業
さ
れ
、
直
ち
に
文
部
省
歯
科
医
師
試
験
附

属
病
院
（
通
称
文
部
省
歯
科
病
院
、
院
長
島
峯
徹
）
に
入
局
し
た
が
、
こ

の
文
部
省
歯
科
病
院
は
昭
和
三
年
十
月
に
東
京
高
等
歯
科
医
学
校
（
現
東

京
医
科
歯
科
大
学
）
と
な
り
、
保
存
・
治
療
科
の
副
手
、
助
手
を
経
て
昭

和
十
五
年
に
専
任
講
師
（
教
授
、
檜
垣
麟
三
）
と
な
り
同
三
十
三
年
に
医

学
博
土
を
授
与
さ
れ
、
同
年
東
京
都
練
馬
で
開
業
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
九

年
神
奈
川
歯
科
大
学
（
学
長
檜
垣
麟
三
）
の
開
設
さ
れ
る
や
非
常
勤
講
師

と
し
て
歯
科
医
史
学
の
講
義
を
担
当
し
、
続
い
て
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯

に
は
先
生
の
ご
臨
席
も
と
会
員
等
し
く
待
望
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
先
生

は
既
に
健
康
を
損
わ
れ
、
こ
の
盛
儀
に
列
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
返
す

返
す
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
先
師
富
士
川
勝
先
生
の
顕
彰
碑
に

は
先
生
が
そ
の
碑
文
を
撰
せ
ら
れ
、
そ
の
名
文
は
、
先
生
の
肉
体
が
よ
し

亡
ぶ
と
も
学
問
を
通
し
た
師
弟
愛
と
郷
士
愛
は
燦
然
た
る
光
芒
に
輝
き
、

と
こ
と
わ
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
く
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

佐
藤
先
生
、
安
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
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学
部
、
城
西
歯
科
大
学
、
岩
手
医
科
大
学
歯
学
部
に
お
い
て
も
歯
科
医
史

学
を
講
じ
ら
れ
た
。
な
か
で
も
晩
年
に
な
っ
て
眼
を
患
い
視
力
が
消
失
し

不
自
由
の
身
と
な
っ
た
が
、
ご
令
室
に
手
を
引
か
れ
な
が
ら
東
京
か
ら
岩

手
医
科
大
学
に
ま
で
お
も
む
き
教
壇
に
立
ち
続
け
る
な
ど
、
こ
よ
な
く
歯

科
医
史
学
を
愛
さ
れ
た
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
先
生
は
誠
実
一
路
に
人
に
尽
さ
れ
特
に
後
輩
に
対
し
て
は
学
資
、

結
婚
、
開
業
等
あ
ら
ゆ
る
面
で
相
談
に
の
り
よ
く
面
倒
を
み
ら
れ
る
と
い

う
人
情
の
厚
い
ご
性
格
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
多
く
の
人
々
の

尊
敬
を
一
身
に
集
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
一
方
日
本
歯
科
医
師
会
、
東

京
都
歯
科
医
師
会
の
学
術
委
員
長
と
し
て
は
や
く
か
ら
歯
科
医
師
の
生
涯

教
育
に
も
類
を
翠
な
い
情
熱
を
傾
倒
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
歯
科
医
史
学
会
の
前
身
の
歯
学
史
集
談
会
（
昭
和
四
十
二
年
一
月瀬戸俊一先生

発
足
）
に
お
い
て
は
故
人
に
な
ら
れ
た
今
田
見
信
、
鈴
木
勝
、
高
木
圭
二

郎
ら
の
先
生
と
と
も
に
そ
の
結
成
に
尽
力
さ
れ
た
影
の
力
は
高
く
評
価
さ
一

れ
て
お
り
ま
す
。

私
は
長
崎
大
学
医
学
部
に
お
い
て
シ
ー
ポ
ル
ト
来
日
百
五
十
年
記
念
式

典
を
併
催
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
日
本
医
史
学
会
に
今
田
先
生
と
三
人
で

参
加
し
た
と
き
、
出
島
の
シ
ー
ポ
ル
ト
記
念
館
の
見
学
を
は
じ
め
原
爆
の

災
害
跡
を
見
廻
っ
た
当
時
が
つ
い
最
近
の
出
来
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
一

り
ま
せ
ん
。
先
生
は
晩
年
糖
尿
病
を
患
い
盲
目
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
歯
科
医
史
学
に
対
す
る
情
熱
を
失
う
こ
と
な
く
度
々
お
電
話
で

将
来
に
対
す
る
激
励
を
う
け
た
在
り
し
日
の
様
冷
な
思
い
出
が
走
馬
燈
の

ご
と
く
胸
裏
を
去
来
し
ま
す
が
、
先
生
の
ご
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
予
想
さ

れ
る
流
動
の
激
し
い
日
本
の
将
来
に
史
眼
を
通
じ
処
し
て
参
る
こ
と
を
誓

い
致
し
先
生
の
霊
安
ら
か
に
冥
目
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
こ
の
一
文
を

捧
げ
ま
す
。

鈴
木
宜
民
氏
を
偲
ぶ

藤
平
健

鈴
木
宜
民
千
葉
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
は
、
明
治
四
十
二
年
九
月
に
静

岡
県
に
生
ま
れ
、
静
岡
中
、
旧
制
静
岡
高
を
経
て
、
昭
和
十
一
年
千
葉
医

科
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
。
同
郷
の
先
輩
で
あ
り
、
親
戚
で
も
あ
っ
た
伊
東

弥
恵
治
授
が
主
任
で
あ
っ
た
眼
科
学
教
室
に
入
り
、
昭
和
二
十
三
年
十
二

月
に
は
日
本
医
史
学
会
評
議
員
、
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
に
は
千
葉
医
科
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大
学
助
教
授
、
昭
和
三
十
年
七
月
に
は
千
葉
大
学
教
授
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
は
第
十
九
回
日
本
東
洋
医
学
会
総
会
長
と
し
て
、
昭

和
四
十
五
年
六
月
に
は
第
七
十
一
回
の
本
医
史
学
会
総
会
会
長
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
活
躍
さ
れ
、
学
会
の
発
展
、
学
問
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
な
さ

れ
た
。氏

は
所
謂
蒲
柳
の
質
で
、
在
学
中
も
御
卒
業
後
も
数
回
に
わ
た
っ
て
入

退
院
を
く
り
か
え
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
七
十
八
歳
と

い
う
予
想
外
の
寿
命
を
保
た
れ
た
の
は
、
世
に
い
う
一
病
息
災
で
、
き
め

こ
ま
か
に
健
康
に
留
意
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

氏
は
、
そ
の
き
め
こ
ま
か
に
健
康
に
気
を
配
る
こ
と
の
出
来
る
人
で
あ

っ
た
。
か
ら
だ
が
弱
く
て
も
、
暴
飲
暴
食
を
し
た
り
、
つ
い
無
理
を
し
て

し
ま
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
、
予
想
通
り
に
早
く
逝
っ
て
し
ま

髄『

’
ぬ
毎
呼
や
口
邦
堀
０
個

ｴ
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鈴木宜民先生

う
人
も
い
る
。
氏
は
、
そ
の
ど
ち
ら
を
も
制
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

氏
は
そ
の
よ
う
に
自
制
心
の
強
い
人
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
温
厚
と
い

う
世
評
の
う
ら
に
、
頑
固
と
い
う
反
面
も
持
っ
て
い
た
人
で
あ
っ
た
。
か

く
し
て
氏
は
予
想
以
上
の
長
寿
を
た
も
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
の
だ
と
思

う
○

氏
は
教
授
在
職
二
十
年
の
間
に
、
門
下
か
ら
多
く
の
教
授
や
俊
秀
を
育

て
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
眼
科
学
学
会
や
眼
科
医
会
関
係
の
人
々
に
は
広

く
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

氏
が
こ
の
ほ
か
に
、
医
史
学
や
東
洋
医
学
に
関
し
て
も
、
多
く
の
貢
献

を
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
医
史
学
に
関
し
て
は
恩
師
の
伊
東
弥
恵
治
教
授
が
そ
の
方
に
熱
心
で

あ
っ
た
か
ら
、
次
第
に
影
響
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
昭
和
四
十
五

年
に
第
七
十
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
会
長
と
し
て
行
っ
た
会
長
講
演
に

は
、
強
い
感
銘
を
う
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

漢
方
に
関
し
て
は
、
氏
が
ど
の
よ
う
な
契
機
か
ら
眼
疾
患
に
漢
方
の
処

方
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
、
私
は
知
ら
な
い
。
た
だ
わ
か
る
こ
と

は
、
氏
の
漢
方
は
眼
科
だ
け
に
関
す
る
漢
方
で
あ
っ
て
、
私
ど
も
が
や
っ

て
き
て
い
る
『
傷
寒
論
』
を
も
と
と
し
た
漢
方
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
が
次
第
に
苛
烈
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
十
八
年
頃
、
東

京
全
体
が
空
襲
の
た
め
に
、
い
つ
焼
野
っ
原
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ

う
す
れ
ば
貴
重
な
漢
方
医
書
の
大
部
が
灰
壗
に
帰
す
る
、
そ
う
な
る
前
に
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少
し
で
も
多
く
の
漢
方
医
書
を
千
葉
医
大
に
運
ん
で
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
決
心
さ
れ
た
伊
東
弥
恵
治
教
授
は
、
鈴
木
宜
民
講
師
に
旨
を
含
め

て
、
東
京
の
古
籍
商
か
ら
、
そ
れ
ら
の
本
を
手
当
り
次
第
に
買
入
れ
る
よ

う
に
指
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
買
い
入
れ
ら
れ
た
古
書
は
、
そ
の
数
七
千
余
冊
、
そ

の
中
に
は
多
数
の
貴
重
な
古
書
籍
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ

た
彪
大
な
古
書
を
、
氏
は
整
理
し
、
目
録
を
作
ら
れ
た
。
大
変
な
努
力
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
苛
烈
な
戦
争
の
さ
な
か
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
忍
耐
と
努
力
を
必
要
と
す
る
収
集
と
整
理
を
遂
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
氏

の
御
性
格
が
、
い
か
に
誠
実
か
つ
実
直
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
余
り
あ

》
（
》
Ｏ

氏
は
、
氏
の
人
生
の
か
な
り
の
年
限
を
、
病
気
と
渡
り
合
っ
た
人
だ
け

に
、
死
と
直
面
し
て
も
、
い
さ
さ
か
も
た
じ
ろ
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
の
ち
の
後
任
教
授
の
安
達
恵
美
子
教
授
の
弔
辞
に
、
弓
も
う
だ
め
だ

よ
』
。
だ
っ
て
先
生
、
ウ
メ
ポ
シ
も
お
い
し
く
た
べ
ら
れ
て
る
し
。
先
生

は
こ
た
え
て
、
戒
名
も
作
っ
た
よ
、
遺
言
も
書
い
た
。
承
て
く
れ
る
か
な

っ
て
。
そ
ん
な
も
の
み
た
く
な
い
と
申
し
上
げ
る
と
、
淋
し
そ
う
に
笑
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
気
管
切
開
を
さ
れ
る
程
重
態
に
な
ら
れ
た
あ
と
は
筆

談
で
、
人
間
は
生
き
る
権
利
と
同
時
に
、
死
ぬ
権
利
も
あ
る
と
、
何
度

も
、
ほ
ん
と
に
苦
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
先
生
」
と
あ
る
。
ま
さ
に
、
す
べ

て
を
悟
っ
た
人
の
大
往
生
ぶ
り
で
あ
る
。

温
厚
篤
実
を
画
に
か
い
た
よ
う
な
人
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
氏
の
よ
う

な
人
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

先
生
、
ど
う
ぞ
天
界
で
、
や
す
ら
か
な
、
そ
し
て
楽
し
い
日
々
を
お
送
り

下
さ
い
。
合
掌

（107）541


